
第
三
節
　
住
民
主
体
の
公
園
緑
地
化

一
　
こ
の
時
代
の
緑
地
、
公
園
、
景
観
政
策
の
状
況

　
い
わ
ゆ
る
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
に
よ
り
、
郊
外
地
域
、
都
市
内
の
緑
地
や
農
地
の
開
発
圧
力
も
低
下
し
て
い
た
と
こ
ろ
に
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
発
生
し
、
兵
庫
県
南
部
を
中
心
に
大
き
な
被
害
を
及
ぼ
し
た
。
そ
の
中
で
緑
地
に
関
し
て
は
、
緑
地
帯

に
よ
り
延
焼
を
防
止
し
た
事
例
や
、
樹
木
が
倒
壊
し
た
建
物
を
支
え
た
事
例
が
多
く
報
告
さ
れ
、
そ
の
防
災
上
の
機
能
が
注
目

さ
れ
た
。
公
園
に
つ
い
て
も
、
避
難
所
や
各
種
救
援
の
拠
点
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
こ
れ
ら

の
こ
と
は
、
公
園
、
緑
地
に
関
す
る
人
々
の
認
識
を
変
化
さ
せ
る
と
と
も
に
、
行
政
の
方
針
を
転
換
さ
せ
た
。
例
え
ば
、
こ
の

時
期
に
ま
と
め
ら
れ
た
、
兵
庫
県
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
計
画
で
は
、
緑
の
防
災
性
能
に
関
す
る
記
述
が
多
く
み
ら
れ
、
ま

た
、
国
も
六
甲
山
系
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
構
想
、
阪
神
疏
水
構
想
な
ど
で
緑
と
水
を
用
い
て
地
域
の
防
災
能
力
を
高
め
る
た
め
の

構
想
を
提
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
県
内
自
治
体
で
も
創
造
的
復
興
の
一
環
と
し
て
、
防
災
機
能
を
併
せ
持
つ
大
規
模
公
園
が
多

く
整
備
さ
れ
た
。

　
同
時
に
西
暦
二
〇
〇
〇
年
を
は
さ
ん
で
、
い
わ
ゆ
る
ミ
レ
ニ
ア
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
緑
地
整
備
に
関
す
る
も
の

が
多
く
展
開
さ
れ
た
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
明
石
海
峡
大
橋
の
開
通
に
合
わ
せ
て
実
施
さ
れ
た
ジ
ャ
パ
ン
フ
ロ
ー
ラ
２
０
０
０

淡
路
花
博
を
取
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
淡
路
島
は
、
従
来
か
ら
淡
路
公
園
島
構
想
と
称
さ
れ
る
構
想
を
提
示
し
て
お
り
、

緑
地
を
中
心
と
す
る
地
域
づ
く
り
の
柱
が
示
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
淡
路
花
博
に
合
わ
せ
て
淡
路
景
観
園
芸
学
校
が
開
校
し
た
。
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地
域
に
」
な
ど
が
提
示
さ
れ
て
お
り
、
県
政
全
体
と
し
て
水
や
緑
を
活
用
し
な
が
ら
快
適
な
生
活
空
間
を
実
現
す
る
こ
と
が
県

の
上
位
計
画
で
明
確
に
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
地
域
単
位
で
地
域
特
性
に
応
じ
て
策
定
さ
れ
た
「
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
お
い
て
も
、

丹
波
地
域
や
東
播
磨
地
域
で
は
、
水
や
緑
の
自
然
を
大
切
に
し
て
、
そ
れ
を
将
来
の
地
域
づ
く
り
の
柱
と
す
る
こ
と
が
示
さ
れ

た
。

　
こ
の
時
期
、
緑
の
総
量
確
保
推
進
計
画
を
継
承
す
る
緑
地
整
備
の
方
針
と
し
て
、
県
は
「
さ
わ
や
か
み
ど
り
創
造
プ
ラ
ン
」

に
続
い
て
、
緑
の
防
災
機
能
に
焦
点
を
当
て
た
「
兵
庫
県
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
計
画
」
を
策
定
し
た
。
さ
ら
に
、
大
規
模

な
緑
地
整
備
と
し
て
、
尼
崎
二
一
世
紀
の
森
構
想
が
提
示
さ
れ
る
と
と
も
に
、
大
規
模
公
園
と
し
て
は
、
有
馬
富
士
公
園
が
三

田
市
に
開
園
し
た
。
こ
の
ほ
か
環
境
教
育
施
設
で
あ
り
地
域
づ
く
り
の
拠
点
で
も
あ
る
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
や
、
丹
波
の
森

同
校
は
、
地
域
の
緑
地
形
成
や
、
景
観
づ
く
り
の
推
進
の
拠
点
、
ま
た
緑
地
や
公
園
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
人
材
養
成
の
拠
点
と
し
て
意
図
さ
れ
、
緑
地
や
景
観
と
い
う
視
点
か
ら
の

地
域
づ
く
り
の
担
い
手
、
専
門
家
の
養
成
が
進
め
ら
れ
た
。

　
平
成
十
三
（
二
〇
〇
一
）
年
二
月
に
策
定
さ
れ
た
県
の
総
合
計
画
で
あ
る
「
二
一
世
紀

兵
庫
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
―
美
し
い
兵
庫
21
」
で
は
、
目
指
す
べ
き
社
会
像
の
一
つ
と
し
て
、

環
境
優
先
社
会
の
実
現
が
う
た
わ
れ
、「
人
と
自
然
が
調
和
し
た
健
康
で
快
適
な
「
共
生

と
循
環
」
の
社
会
」
づ
く
り
が
目
指
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
用
意
さ
れ
た
六
五
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
も
、「
地
域
に
美
し
い
景
観
と
豊
か
な
歴
史
文
化
を
」「
水
と
緑
に
親

し
む
快
適
な
空
間
を
」「
都
市
近
郊
を
快
適
な
生
活
圏
に
」「
多
自
然
居
住
地
域
の
豊
か
な

写真 101　淡路景観園芸学校
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を
守
り
育
て
る
拠
点
と
し
て
の
丹
波
の
森
公
苑
な
ど
も
こ
の
時
期
に
整
備
さ
れ
た
。

二
　
県
政
の
柱
と
し
て
の
景
観
政
策

　
「
二
一
世
紀
兵
庫
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
は
、
参
画
と
協
働
に
よ
る
景
観
づ
く
り
、
快
適
な
空
間
づ
く
り
が
目
指
さ
れ
て
お
り
、

景
観
政
策
は
こ
の
時
期
の
県
政
の
重
要
な
柱
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
十
六
年
に
は
国
で
も
景
観

法
が
制
定
さ
れ
、
政
令
市
や
中
核
市
、
都
道
府
県
は
景
観
行
政
団
体
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
県
の
景
観
に
関
す
る
政
策
と
し
て
は
、
ま
ず
平
成
七
年
三
月
に
提
示
さ
れ
た
都
市
デ
ザ
イ
ン
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
挙
げ
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
デ
ザ
イ
ン
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
対
象
と
な
る
空
間
を
大
き
く
一
〇
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
分
類
の
中
に

い
く
つ
か
の
小
分
類
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
特
徴
は
、「
都
市
デ
ザ

イ
ン
」
を
生
活
者
の
安
全
性
と
快
適
性
を
確
保
し
な
が
ら
も
健
康
的
で
快

適
で
文
化
的
価
値
を
持
っ
た
都
市
環
境
づ
く
り
と
い
う
観
点
で
と
ら
え
、

こ
れ
を
後
世
に
良
好
な
社
会
資
本
を
ス
ト
ッ
ク
す
る
た
め
の
計
画
行
為
と

み
な
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
行
政
や
民
間
事
業
者
だ
け
で
な

く
、
地
域
住
民
も
そ
の
主
体
と
み
な
し
、
各
主
体
の
合
意
形
成
と
協
力
に

よ
り
総
合
的
に
考
え
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
過
程
に
お
い
て
、
県
が
重
視
し
た

こ
と
の
一
つ
が
地
域
固
有
の
景
観
を
継
承
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
平
成
十

表 53　�都市デザインガイドラインにおける空間
分類

大分類 小分類
ターミナル 駅前空間
ネットワーク 道路　河川　橋
ウォーターフロント 港
公園・緑地 公園・緑地
住宅 低層住宅　中高層住宅
商業 商店街・モール
業務 業務施設

公益施設
官公庁、文化・交流施設
学校（小中高校）　小建築

産業施設 工場・倉庫
歴史 歴史的建築物
� （「都市デザインガイドライン」より引用）
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年
に
県
は
、
後
世
に
伝
え
た

い
ふ
る
さ
と
の
景
観
を
広
く

県
民
か
ら
募
集
し
、
そ
れ
ら

を
「
伝
え
た
い
ふ
る
さ
と
の

景
観
」
と
し
て
報
告
書
に
ま

と
め
た
。
県
民
か
ら
一
三
七

四
件
と
い
う
多
数
の
応
募
が

あ
り
、
さ
ら
に
景
観
の
類
型

も
、
建
築
物
、
自
然
物
、
構

造
物
・
工
作
物
、
生
活
風
景

な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
た
。
こ

の
中
で
、
ま
ち
の
界
隈
や
に

ぎ
わ
い
や
活
気
と
い
う
ま
ち

全
体
の
雰
囲
気
自
体
を
取
り

上
げ
て
い
る
も
の
が
一
定
数

あ
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
石
垣
、

生
け
垣
、
棚
田
と
い
っ
た
身

表 54　「伝えたいふるさとの景観」の分類（神戸・東播磨地域、阪神地域、淡路地域）

景観類型 区　分 例
神戸・
東播磨
地域

阪神地
域

淡路地
域 計

建築物 ランドマーク 近代建築物、現代建築物など 25 22 9 56
まちなみ 旧集落、旧街道、異人館街など 17 15 5 37
象徴的空間 社寺、教会など 10 11 10 31
市街地景 住宅地、パノラマ景など 10 5 0 15
その他 0 2 0 2
小計 62 55 24 141

自然物 骨格的要素 山、川、海など 10 16 14 40
拠点的要素 公園、樹林地、社叢林など 22 13 11 46
身近なもの 花壇、並木、生垣など 19 18 5 42
田園風景 農地、里山、棚田など 4 1 9 14
その他 1 0 1 2
小計 56 48 40 144

構造物・
工作物

大規模要素 橋梁、護岸、漁港など 11 10 9 30
小規模で身近な
もの

石碑、石垣、ストリートファニュ
チャーなど

12 12 6 30

象徴的要素 鳥居、常夜灯、地蔵など 3 0 2 5
その他 3 2 5 10
小計 29 24 22 75

生活風景 界隈性・雰囲気・
暮らし 7 4 5 16

にぎわい・活気 15 1 0 16
イベント・祭事 1 3 6 10
小計 23 8 11 42

その他 歴史性、人々の行為など 1 2 0 3
合計 171 137 97 405
� （「伝えたいふるさとの景観」）より引用
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禁
止
さ
れ
る
な
ど
、
詳
細
な
基
準
が
設
定
さ
れ
た
。

　
同
年
三
月
か
ら
九
月
に
は
淡
路
花
博
「
ジ
ャ
パ
ン
フ
ロ
ー
ラ
２
０
０
０
」
が
開
催
さ
れ
た
。
同
会
場
は
一
二
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
土
地
を
緑
化
す
る
こ
と
に
よ
り
作
ら
れ
た
。
イ
ベ
ン
ト
の
テ
ー
マ
は
人
と
自
然
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
会
場
内

に
は
一
七
〇
〇
種
類
一
五
〇
万
本
の
花
々
が
植
栽
さ
れ
る
と
同
時
に
、
会
場
内
の
「
緑
の
屏
風
」
で
は
一
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土

地
に
ヤ
マ
モ
モ
や
ウ
バ
メ
ガ
シ
な
ど
か
つ
て
の
淡
路
島
の
植
生
を
代
表
す
る
植
物
が
植
栽
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
緑
化
を
通
し
て
、

花
と
緑
の
公
園
島
か
ら
世
界
に
向
け
て
「
新
し
い
花
と
の
文
化
」
を
発
信
し
つ
つ
、
震
災
か
ら
の
創
造
的
復
興
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
こ
と
が
意
図
さ
れ
た
。

近
な
要
素
の
指
摘
も
多
か
っ
た
こ
と
が
特
徴
と
し
て
み
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
平
成
十
六
年
に
は
景
観
の
形
成
等
に
関
す
る
条
例
が
改
正
さ
れ
、
景
観
形
成

地
区
の
分
類
を
よ
り
細
分
化
す
る
と
と
も
に
、
美
し
い
星
空
を
景
観
と
し
て
と
ら
え
、

そ
の
創
造
と
保
全
を
図
る
た
め
、「
星
空
景
観
形
成
地
域
」
の
制
度
が
創
設
さ
れ
た
。

具
体
的
に
は
、
県
立
西
は
り
ま
天
文
台
公
園
の
あ
る
佐
用
郡
地
域
が
こ
の
星
空
景
観
形

成
地
域
に
指
定
さ
れ
た
。
こ
の
指
定
を
受
け
た
地
域
で
は
照
明
器
具
の
設
置
や
使
用
に

お
い
て
基
準
が
設
定
さ
れ
、
更
に
多
数
の
照
明
器
具
を
使
用
す
る
施
設
の
新
設
や
改
修

に
際
し
て
は
届
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
サ
ー
チ
ラ
イ
ト
等
を
上
空
に
向
け
て

使
用
す
る
こ
と
や
、
屋
内
照
明
器
具
を
建
築
物
の
開
口
部
に
接
し
て
設
置
す
る
こ
と
が

写真 102　ジャパンフローラ 2000
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三
　
防
災
と
緑
化

緑
を
核
と
す
る
災
害

か
ら
の
復
興
の
構
想

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
の
復
興
計
画
と
し
て
策
定
さ
れ
た
阪
神
・
淡
路
震
災
復
興
計
画
に
お
い
て
も
、

緑
と
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
こ
と
が
う
た
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
平
成
八
年

に
は
兵
庫
県
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。
基
本
的
な
目
標
と
し
て
「
緑
こ
そ
都
市
の
中
で
私
た
ち
の
生
命

を
守
り
生
活
を
成
立
さ
せ
る
不
可
欠
の
存
在
で
あ
る
」
こ
と
が
位
置
づ
け
ら
れ
、「
い
の
ち
の
み
ど
り
、
こ
こ
ろ
の
み
ど
り
」

の
認
識
を
広
く
県
内
に
伝
え
る

こ
と
の
重
要
性
が
明
文
化
さ
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
計
画
の

中
で
明
確
に
「
県
民
参
加
・
交

流
」
に
よ
り
こ
の
計
画
を
実
施

す
る
こ
と
が
う
た
わ
れ
て
い
て
、

県
民
行
動
計
画
の
立
案
を
通
し

て
、
役
割
分
担
を
行
っ
た
上
で
、

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら

の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
前
記
の

目
標
を
実
現
す
る
と
い
う
構
成

に
な
っ
て
い
る
。

第五章　震災後のまちづくりと県土の交流基盤の形成

311



　
同
計
画
で
は
、
緑
地
が
「
い
の
ち
の
み
ど
り
」
と
「
こ
こ
ろ
の
み
ど
り
」
に
分
け
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
前
者
に
つ
い

て
は
「
環
境
保
全
」「
ビ
オ
ト
ー
プ
」「
防
災
」「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
」
の
四
つ
の
系
統
で
分
類
さ
れ
て
お
り
、
特
に
防
災
系

統
と
し
て
は
、
市
街
地
に
近
接
し
て
、
地
震
時
や
大
雨
時
等
に
山
地
崩
壊
等
の
被
害
を
防
止
す
る
緑
地
、
市
街
地
の
広
域
避
難

ほ
か
、
広
域
的
な
防
災
活
動
の
拠
点
、
被
災
地
に
対
し
て
後
方
支
援
の
拠
点
と
な
る
緑
地
等
の
広
域
防
災
拠
点
緑
地
、
石
油
コ

ン
ビ
ナ
ー
ト
地
帯
等
の
公
害
防
止
等
に
資
す
る
緑
地
、
洪
水
調
節
機
能
等
の
治
山
、
治
水
面
で
の
防
災
系
統
を
担
う
緑
地
な
ど

が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
後
者
の
「
こ
こ
ろ
の
み
ど
り
」
と
し
て
「
多
様
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ニ
ー
ズ
な
ど
に
対
応
す

る
緑
地
」「
景
観
形
成
」「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
」
の
三
つ
の
視
点
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、こ
の
「
い
の
ち
の
み
ど
り
」

と
「
こ
こ
ろ
の
み
ど
り
」
が
混
ざ
り
合
い
な
が
ら
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
さ
れ
た
総
体
と
し
て
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
が
ま
と
め

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
も
と
、
緑
地
の
確
保
水
準
と
し
て
、
市
街
地
面
積
の
三
〇
％
以
上
と
い
う
数
値
が

提
示
さ
れ
た
。

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
い
て
、
六
甲
山
で
は
山
腹
の
崩
壊
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
後
の
土
砂
災
害
な
ど
が
懸
念
さ
れ
た
。
ま

た
、
震
災
は
水
道
網
を
寸
断
し
、
多
く
の
人
々
が
消
火
用
水
や
生
活
用
水
に
困
窮
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
国
は
六

甲
山
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
整
備
事
業
と
阪
神
疏
水
構
想
を
提
示
し
た
。
平
成
八
年
二
月
二
十
三
日
の
第
二
四
三
回
県
議
会
定
例
会

知
事
提
案
説
明
に
お
い
て
、
貝か
い

原は
ら

俊と
し

民た
み

知
事
が
「
被
災
地
に
あ
っ
て
は
、
公
園
の
街
路
樹
や
河
川
が
人
命
や
財
産
を
守
っ
た
こ

と
に
鑑
み
、
六
甲
山
麓
の
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
整
備
や
阪
神
疏
水
構
想
の
具
体
化
を
促
進
す
る
」
と
述
べ
、
ま
た
、
平
成
十
年

二
月
二
十
四
日
の
知
事
提
案
説
明
に
お
い
て
も
、「
六
甲
山
系
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
整
備
事
業
や
阪
神
疏
水
構
想
に
よ
り
六
甲
山

「
水
と
緑マ
マ
の
回
廊
」
づ
く
り
を
進
め
る
」
と
述
べ
た
。
震
災
後
一
〇
年
間
の
知
事
提
案
説
明
に
お
い
て
、
阪
神
疏
水
構
想
に
つ
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い
て
五
回
、
六
甲
山
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
構
想
に
つ
い
て
は
三
回
言
及
し
て
い
る
。
平
成
十
年
の
五
月
に
は
阪
神
疏
水
と
ま
ち
づ

く
り
懇
話
会
に
よ
り
「
水
と
み
ど
り
の
千
年
都
市
を
め
ざ
し
て
」
の
提
言
が
ま
と
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
七
月
に
は
六
甲
山
系

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
整
備
事
業
が
都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
。

　
六
甲
山
系
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
に
お
け
る
土
砂
災
害
対
策
と
し
て
考
案
さ
れ
た
六
甲
山
系
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
整
備
事
業
は
、
六

甲
山
に
お
け
る
土
砂
災
害
対
策
と
し
て
考
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
宝
塚
市
か
ら
神
戸
市
須
磨
区
ま
で
の
主
に
六
甲
山
の
南
斜

面
の
森
林
を
整
備
し
、
こ
れ
に
よ
り
土
砂
災
害
の
防
止
、
都
市
化
の
防
止
、
良
好
な
都
市
環
境
の
形
成
や
生
態
系
の
保
全
・
育

成
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。
約
八
四
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
対
象
と
さ
れ
、
国
、
兵
庫
県
、
近
隣

の
市
の
連
携
で
包
括
的
な
取
組
が
な
さ
れ
て
き
た
。
具
体
的
な
取
組
と
し
て
は
、
都
市
計
画
な
ど
各
種
計
画
の
策
定
と
そ
の
決

定
、
公
有
地
化
、
斜
面
対
策
に
加
え
て
、
樹
林
整
備
が
行
わ
れ
た
。
特
に
樹
林
整
備
に
お
い
て
は
、
事
前
に
植
生
調
査
を
行
い
、

市
民
参
加
型
の
取
組
と
し
て
実
施
さ
れ
た
。

　
一
方
、
水
と
み
ど
り
回
廊
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
阪
神
地
域
に
お
い
て
、
水
と
み
ど
り
豊
か
な
安
全
で
う
る
お
い
の
あ
る
都
市

を
創
造
す
る
と
い
う
こ
と
を
意
図
し
て
構
想
さ
れ
た
。
主
に
国
が
進
め
る
阪
神
疏
水
と
連
動
し
て
計
画
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
た
。

阪
神
疏
水
と
は
、
淀
川
か
ら
阪
神
間
地
域
を
東
西
に
横
断
す
る
大
水
路
を
整
備
す
る
と
い
う
構
想
で
あ
り
、
こ
れ
を
も
っ
て
阪

神
間
の
河
川
に
毎
秒
三
～
五
立
方
メ
ー
ト
ル
の
水
を
導
水
す
る
も
の
で
あ
る
。
水
は
非
常
時
の
水
源
と
し
て
活
用
さ
れ
る
と
と

も
に
、
平
時
は
良
好
な
景
観
、
都
市
環
境
の
形
成
を
図
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
疏
水
に
よ
り
市
街
地
に
供
給
さ
れ
た
水
を
も
と

に
、
水
と
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
街
地
の
安
全
性
、
快
適
性
を
向
上
さ
せ
つ
つ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
形
成
を
図
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
い
た
。
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こ
こ
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
取
組
を
一
つ
取
り
上
げ
る
。
そ
れ
は
、

震
災
後
に
多
く
発
生
し
た
空
き
地
に
混
合
種
子
を
ま
き
、
空
き
地
を
花
い
っ
ぱ
い
に
す

る
と
い
う
活
動
で
あ
る
。
震
災
直
後
の
混
乱
の
最
中
、
種
子
の
入
手
に
始
ま
り
、
関
係

者
の
承
諾
、
実
際
の
作
業
な
ど
多
く
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
、
平
成
七
年
五
月
と
十
月
、

十
二
月
に
種
ま
き
の
活
動
が
実
施
さ
れ
、
合
計
二
二
カ
所
に
種
が
ま
か
れ
た
。
ま
た
、

種
ま
き
に
お
い
て
は
近
隣
住
民
の
協
力
も
多
く
あ
り
、
さ
ら
に
は
種
ま
き
後
の
水
や
り

な
ど
に
お
い
て
も
多
く
の
市
民
の
協
力
が
得
ら
れ
た
。
震
災
復
興
が
進
み
、
空
き
地
に

建
物
が
建
っ
て
も
、
一
部
の
敷
地
で
は
非
建
ぺ
い
地
の
土
の
部
分
に
そ
の
時
に
ま
か
れ

た
花
の
種
が
残
り
、
そ
れ
が
新
し
い
建
物
の
そ
ば
で
新
た
な
花
を
咲
か
せ
た
。

震
災
復
興
と
様
々

な
主
体
の
緑
化

震
災
直
後
、
あ
る
い
は
そ
の
復
興
の
過
程
の
中
で
、
被
災
地
に
お
い
て
数
多
く
の
緑
化
活
動
が
展
開
さ
れ

た
。
県
内
で
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
い
く
つ
か
の
組
織
が
仮
設
住
宅
や
公
園
な
ど
の
緑
化
活
動
を
行
っ
た
。
こ
れ

ら
は
仮
設
住
宅
の
環
境
改
善
や
住
民
の
交
流
の
機
会
形
成
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
震
災
後
一
年
と
な
る
平
成
八
年
に
は
、

緑
や
花
の
分
野
か
ら
復
興
支
援
に
携
わ
る
グ
ル
ー
プ
が
集
ま
り
、
情
報
交
換
と
相
互
連
携
の
た
め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
開
催
さ

れ
た
。
そ
の
活
動
の
多
く
が
、
住
民
や
専
門
家
、
行
政
な
ど
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
あ
り
、
資
金
や
労
力
の
面
で
限
界

が
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
立
場
の
異
な
る
グ
ル
ー
プ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
生
か
し
な
が
ら
、
相
互
補

完
の
上
連
携
し
、
行
政
や
企
業
な
ど
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
緑
か
ら
の
復
興
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
い
う
認

識
が
共
有
さ
れ
た
。

写真 103　�市民ボランティアによる市街地の緑
化活動の様子（人と防災未来セン
ター提供）
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緑
化
の
具
体
的
推
進
―
二
〇
〇
〇

年
の
幕
開
け
と
緑
化
事
業

兵
庫
県
で
は
平
成
七
年
に
至
る
ま
で
の
間
、
昭
和
六
十
（
一
九
八
五
）
年
に
立
案
さ
れ
た
全

県
全
土
公
園
化
構
想
や
平
成
三
年
に
策
定
さ
れ
た
緑
の
総
量
確
保
推
進
計
画
に
従
っ
て
、
緑

の
保
全
、
創
出
が
行
わ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
県
内
の
各
都
市
計
画
区
域
に
お
い
て
は
、
緑
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が
策
定
さ
れ
、

さ
ら
に
は
第
二
編
第
三
章
三
節
で
述
べ
た
よ
う
な
緑
豊
か
な
地
域
環
境
の
形
成
に
関
す
る
条
例
（
緑
条
例
）
な
ど
の
仕
組
み
を

構
築
す
る
こ
と
に
よ
り
、
緑
地
や
農
地
を
保
全
す
る
た
め
の
取
組
が
順
次
実
施
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
時
代
ま
で
の
緑
地
保
全
は
、

高
度
経
済
成
長
期
の
都
市
化
圧
力
か
ら
緑
地
を
い
か
に
守
り
、
そ
し
て
都
市
部
に
お
い
て
い
か
に
緑
地
を
創
出
す
る
か
と
い
う

点
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
い
て
示
さ
れ
た
緑
と
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
が
果
た
し
た
防
災

上
の
役
割
、
避
難
拠
点
と
し
て
の
役
割
の
認
識
が
、
以
降
の
緑
地
に
関
す
る
計
画
に
影
響
を
与
え
た
。

　
県
で
は
「
緑
の
総
量
確
保
推
進
計
画
」
の
期
間
満
了
に
当
た
り
、
こ
の
成
果
を
継
承
す
る
も
の
と
し
て
、
さ
わ
や
か
緑
創
造

プ
ラ
ン
を
平
成
十
三
年
に
策
定
し
た
。
こ
の
計
画
は
、
緑
の
量
だ
け
で
な
く
そ
の
質
も
考
慮
し
て
、
県
民
や
事
業
者
の
参
画
も

得
な
が
ら
緑
の
創
造
を
進
め
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
計
画
期
間
は
平
成
十
三
年
か
ら
二
十
二
年
で
あ
る
。
環
境
や
緑
に
配

慮
し
た
個
人
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
提
案
し
つ
つ
、
単
に
緑
を
確
保
す
る
の
で
な
く
、
そ
の
創
造
と
い
う
点
を
重
視
し
、
こ
れ

を
量
の
創
造
と
質
の
創
造
に
分
け
て
と
ら
え
て
い
る
。

　
こ
の
時
期
に
並
行
し
て
進
め
ら
れ
た
の
が
「
新
ひ
ょ
う
ご
の
森
づ
く
り
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
森
林
を
県
民
共
通
の
財
産
と

位
置
づ
け
、
そ
の
整
備
を
行
政
、
県
民
が
一
体
と
な
っ
て
進
め
る
も
の
で
あ
り
、
①
森
林
管
理
一
〇
〇
％
作
戦
、
②
里
山
林
の

再
生
、
③
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
一
万
人
作
戦
か
ら
構
成
さ
れ
、
第
一
期
が
平
成
十
四
年
度
に
開
始
さ
れ
た
。
森
林
管
理
一

〇
〇
％
作
戦
と
は
、
間
伐
が
必
要
な
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
人
工
林
の
整
備
を
県
と
市
町
な
ど
の
公
的
負
担
に
よ
り
実
施
す
る
も
の
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た
。

　
一
方
、
平
成
十
二
年
に
は
西
暦
二
〇
〇
〇
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
県
内
で
は
様
々
な
記
念
事
業
が
催
さ
れ
、
そ
の
シ
ン
ボ

ル
事
業
と
し
て
県
民
総
参
加
の
「
二
一
世
紀
兵
庫
の
森
づ
く
り
記
念
植
樹
」
が
県
内
各
地
で
展
開
さ
れ
た
。
そ
の
ス
タ
ー
ト
を

宣
言
す
る
植
樹
会
が
、
十
月
に
県
立
三
木
山
森
林
公
園
で
開
催
さ
れ
た
。
続
く
平
成
十
三
年
に
は
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
で
の
広

域
植
樹
も
開
催
さ
れ
、
阪
神
地
区
で
は
三
月
、
丹
波
地
区
は
四
月
、
神
戸
地
区
は
五
月
、
西
播
磨
地
区
は
十
一
月
に
そ
れ
ぞ
れ

実
施
さ
れ
た
。
さ
ら
に
は
、「
新
ひ
ょ
う
ご
の
森
づ
く
り
」
と
連
動
し
て
、
平
成
十
七
年
十
月
二
十
九
日
か
ら
三
十
日
ま
で
第

二
九
回
全
国
育
樹
祭
が
開
催
さ
れ
た
。
育
樹
祭
の
テ
ー
マ
は
「
萌
え
る
緑
に
ひ
ろ
が
る
未
来
」
で
あ
り
、
県
内
外
か
ら
約
七
〇

〇
〇
人
の
参
加
者
が
あ
っ
た
。
同
三
十
日
に
県
立
有
馬
富
士
公
園
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
式
典
行
事
で
は
、
林
業
の
振
興
や
緑

で
あ
る
。
ま
た
、
里
山
林
の
再
生
は
、
集
落
周
辺
の
広
葉
樹
林
な
ど
に
お
い
て
、
生
物

多
様
性
の
保
全
や
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
を
目
指
し
て
森
林
整
備
や
遊
歩
道
の
整
備
を
進

め
る
も
の
で
、
平
成
十
四
年
度
か
ら
十
七
年
度
の
間
に
、
九
一
三
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
森

林
が
整
備
さ
れ
た
。
平
成
十
七
年
か
ら
二
十
二
年
の
間
に
県
が
事
業
主
体
と
な
り
取
り

組
ん
だ
「
ミ
ニ
里
山
公
園
型
」
に
つ
い
て
、
四
九
カ
所
一
二
五
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
至
る
。

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
一
万
人
作
戦
は
、
そ
の
名
前
の
と
お
り
、
県
民
参
加
の
森
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
に
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
の
開
催
や
活
動
フ
ィ
ー
ル
ド
の
情

報
提
供
を
通
し
て
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
を
進
め
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
数
は
平

成
十
七
年
に
は
六
九
二
四
人
と
な
り
、
二
十
二
年
度
に
は
目
標
と
す
る
一
万
人
に
達
し

写真 104　森林ボランティアによる活動
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化
の
推
進
に
功
労
の
あ
っ
た
個
人
や
団
体
に
対
す
る
表
彰
式
も
開
催
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
埋
立
地
に
新
た
に
大
規
模
な
緑
地
を
創
出
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
尼
崎
二
一
世
紀
の
森

構
想
が
平
成
十
四
年
に
提
唱
さ
れ
た
。
こ
れ
は
国
道
四
三
号
以
南
の
埋
立
地
、
約
一
〇
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル

に
つ
い
て
一
〇
〇
年
を
か
け
て
緑
化
を
進
め
る
も
の
で
、
地
域
を
「
森
と
水
と
人
が
共
生
す
る
環
境
創
造

の
ま
ち
」
と
位
置
づ
け
た
。
臨
海
地
域
の
土
地
が
緑
で
覆
わ
れ
る
割
合
（
緑
被
率
）
が
平
成
十
四
年
時
点

で
は
約
五
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
最
終
的
に
地
域
全
体
の
緑
被
率
を
三
〇
％
以
上
と
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
る
。
北
側
の
既
成
市
街
地
に
近
い
エ
リ
ア
を
「
都
市
の
森
」
と
し
て
人
間
活
動
に
資
す
る
も
の
と
設

定
す
る
一
方
、
南
側
を
「
環
境
創
造
の
森
」
と
し
て
自
然
生
態
系
の
保
全
育
成
に
資
す
る
た
め
の
場
所
と

し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
森
と
水
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
水
と
緑
の
回
廊
を
形
作
り
、
沿
道
の
ア
メ

ニ
テ
ィ
を
高
め
る
だ
け
で
な
く
、
大
阪
湾
全
体
で
み
た
大
き
な
緑
の
大
回
廊
の
一
翼
と
な
る
こ
と
が
意
図

さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
他
に
平
成
十
四
年
に
は
、
県
が
行
う
公
共
工
事
に
お
い
て
工
事
費
の
五
％
以
上
を
環
境
創
生
措
置

に
充
て
る
「
環
境
創
生
五
％
シ
ス
テ
ム
」
な
ど
が
展
開
さ
れ
る
と
と
も
に
、
条
例
に
よ
る
建
築
物
の
緑
化

の
制
度
化
と
屋
上
緑
化
の
支
援
制
度
が
創
設
さ
れ
、
郊
外
及
び
市
街
地
、
公
共
用
地
や
私
有
地
な
ど
様
々

な
場
所
に
お
け
る
緑
化
が
進
め
ら
れ
た
。
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四
　
多
様
化
す
る
公
園

防
災
拠
点
と
し

て
の
公
園
整
備

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
い
て
、
公
園
は
避
難
や
救
援
活
動
の
拠
点
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
特

に
、
緊
急
避
難
先
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
、
神
戸
市
の
既
存
市
街
地
に
あ
る
都
市
公
園
の
約
五
〇
％
、

西
宮
市
・
芦
屋
市
の
市
街
地
の
都
市
公
園
の
四
〇
％
、
尼
崎
市
・
伊
丹
市
・

宝
塚
市
で
は
都
市
公
園
の
約
一
〇
％
が
震
災
関
連
で
緊
急
利
用
さ
れ
た
。

震
災
時
の
公
園
の
利
用
方
法
は
大
き
く
四
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
つ
目
が
、
避
難
場
所
と
し
て
の
利
用
で
あ
る
。
震
災
時
に
は
、
特
に
避

難
所
と
し
て
指
定
を
受
け
て
い
な
く
て
も
、
と
り
あ
え
ず
の
避
難
先
と
し

て
公
園
が
選
択
さ
れ
た
。
さ
ら
に
は
、
人
々
が
集
ま
る
こ
と
に
よ
り
そ
れ

が
情
報
交
換
の
場
と
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
初
期
消
火
や
救
助
活
動
の
拠

点
と
し
て
も
機
能
し
た
。
二
つ
目
は
、
救
援
活
動
の
場
と
し
て
の
利
用
で

あ
る
。
震
災
後
一
週
間
か
ら
一
カ
月
の
間
に
は
、
食
料
や
飲
料
水
、
生
活

用
品
な
ど
の
救
援
物
資
の
配
布
場
所
と
し
て
機
能
し
た
ほ
か
、
仮
設
ト
イ

レ
や
給
水
所
が
設
置
さ
れ
た
例
も
あ
っ
た
。
三
つ
目
は
、
復
旧
、
復
興
拠

点
と
し
て
の
利
用
で
あ
る
。
復
旧
活
動
が
本
格
化
す
る
と
、
公
園
が
全
国

か
ら
の
応
援
部
隊
の
拠
点
と
し
て
活
用
さ
れ
た
り
、
地
域
の
復
旧
活
動
や

各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
基
地
と
し
て
活
用
さ
れ
た
。
ま
た
、
仮
設
住

表 55　神戸市における都市公園の種別利用状況

公園種別
調査公
園数
（カ所）

都市公園の果たしている役割累計
　　　　　　　　　　　　（カ所）

避難
地

救援
利用

復旧復
興拠点

仮設
住宅 合計

街区
公園

～1,000㎡ 151 23 13 1 37
1,000 ～ 2,500㎡ 95 31 26 57
2,500㎡～ 54 36 36 2 74
近�隣�公�園 31 17 33 6 2 58
地�区�公�園 11 6 13 3 22
総�合�公�園 5 4 2 6
その他公園 20 4 1 5
　 合計 367 117 125 15 2 259

（注）平成8年1月24・25日の調査結果による。
� （「兵庫県グリーンフェニックス計画」を参照して作成）
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宅
が
建
設
さ
れ
た
公
園
も
あ
っ
た
。
最
後
が
震
災
関
連
の
が
れ
き
仮
置
き
場
と
し
て
の
利
用
で
あ
る
。
こ
れ
以
外
に
も
、
延
焼

防
止
な
ど
の
機
能
を
果
た
し
た
例
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
神
戸
市
長
田
区
や
須
磨
区
の
い
く
つ
か
の
公
園
で
は
、
こ
れ
が
火
災
の

焼
け
止
ま
り
と
い
う
点
で
機
能
し
た
例
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
公
園
自
体
の
被
災
も
著
し
く
、『
阪
神
・
淡
路
大
震

災
神
戸
復
興
誌
』
に
よ
る
と
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
当
時
、
神
戸
市
に
は
一
二
五
〇
カ
所
の
都
市
公
園
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
四

一
九
の
公
園
で
被
害
が
発
生
し
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
背
景
を
受
け
、
特
に
阪
神
・
淡
路
大
震
災
後
に
は
、
兵
庫
県
や
県
内
の
市
町
、
さ
ら
に
は
全
国
的
に
も
、
防
災

計
画
に
お
い
て
公
園
が
防
災
上
重
要
な
要
素
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
県
で
は
防
災
拠
点
と
し
て
の
県
立
三

木
総
合
防
災
公
園
を
整
備
し
、
平
成
十
七
年
に
一
部
の
供
用
を
開
始
し
、
二
十
二
年
五
月
に
は
全
園
で
供
用
開
始
し
て
い
る
。

同
公
園
は
兵
庫
県
の
人
口
重
心
の
三
木
市
に
建
設
さ
れ
た
、
面
積
二
〇
二
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
広
域
公
園
で
あ
る
。
そ
し
て
、
災
害
時
は
公
園
に
隣
接
す
る
広
域
防
災
セ
ン
タ
ー
と

一
体
と
な
り
県
全
体
を
カ
バ
ー
す
る
広
域
防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
。
ま
た
、

公
園
の
職
員
が
広
域
防
災
セ
ン
タ
ー
職
員
を
兼
務
し
て
お
り
、
非
常
時
に
迅
速
に
用
途

を
転
換
で
き
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
。
公
園
に
は
、
自
然
の
森
、
芝
生
広
場
や
遊

技
場
に
加
え
て
、
ド
ー
ム
付
き
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
陸
上
競
技
場
、
野
球
場
が
備
え
ら

れ
て
お
り
、
平
時
は
県
民
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
の
拠
点
と
し
て

機
能
す
る
。
こ
の
公
園
は
平
成
十
七
年
の
開
設
以
降
、
県
外
を
含
め
た
大
災
害
発
生
時

に
物
資
を
提
供
し
た
実
績
が
あ
り
、
東
日
本
大
震
災
時
に
も
、
備
蓄
物
資
の
提
供
に
加

写真 105　三木総合防災公園
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え
て
、
支
援
物
資
の
集
配
送
の
拠
点
と
し
て
、
ま
た
被
災
地
に
向
か
う
他
県
の
消
防
隊
の
宿
泊
基
地
と
し
て
機
能
し
た
。

　
市
町
レ
ベ
ル
で
み
る
と
、
西
宮
市
の
高
木
公
園
、
宝
塚
市
の
末
広
中
央
公
園
な
ど
、
各
所
で
防
災
公
園
が
設
置
さ
れ
た
。
平

成
二
十
八
年
に
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
兵
庫
県
立
都
市
公
園
の
整
備
・
管
理
運
営
基
本
計
画
（
ひ
ょ
う
ご
パ
ー
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
プ

ラ
ン
）
に
よ
る
と
、
県
立
公
園
の
う
ち
県
地
域
防
災
計
画
で
広
域
防
災
拠
点
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、
三
木
総
合
防

災
公
園
（
全
県
拠
点
）、
西
猪
名
公
園
、
有
馬
富
士
公
園
、
播
磨
中
央
公
園
、
赤あ

こ
う穂

海
浜
公
園
、
淡
路
島
公
園
の
ほ
か
、
市
町
の

地
域
防
災
計
画
に
お
い
て
防
災
拠
点
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
公
園
と
し
て
、
尼
崎
の
森
中
央
緑
地
、
赤
穂
海
浜
公
園
、
淡
路

島
公
園
、
淡
路
佐
野
運
動
公
園
が
、
さ
ら
に
地
域
防
災
計
画
に
お
い
て
広
域
避
難
地

等
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
公
園
と
し
て
、
明
石
公
園
、
淡
路
島
公
園
、
淡
路
佐
野

運
動
公
園
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

全
県
公
園
化
構
想
の
展
開
―
地

域
と
県
民
に
開
か
れ
た
公
園
へ

県
立
の
都
市
公
園
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四

十
七
年
に
「
緑
の
回
廊
計
画
」、
六
十
年
に
「
全
県

全
土
公
園
化
構
想
」、
平
成
三
年
に
は
「
緑
の
総
量
確
保
推
進
計
画
」
を
策
定
し
て

全
県
的
に
整
備
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
平
成
七
年
時
点
で
は
、
県
内
の
都
市
公
園
は

三
九
三
六
カ
所
、
四
五
三
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
り
、
県
民
一
人
当
た
り
面
積
で
み
る

と
全
国
水
準
を
上
回
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
神
戸
市
を
除
く
と
一
人
当
た
り

の
公
園
面
積
は
全
国
水
準
を
下
回
っ
て
い
た
。

　
こ
の
時
期
に
、
大
規
模
公
園
と
し
て
は
、
一ひ
と
庫く

ら
公
園
（
川
西
市
）
が
平
成
十
年
に
、
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有
馬
富
士
公
園
（
三
田
市
）
が
十
三
年
に
、
さ
ら
に
三
木
総
合
防
災
公
園
が
十
七
年
に
そ
れ
ぞ
れ
開
園
し
た
。
一
庫
公
園
は
、

計
画
面
積
一
一
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
広
域
公
園
で
あ
り
、
開
園
面
積
は
四
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
平
成
十
七
年
度
の
利
用
者
数
は
約
一

六
万
人
で
あ
っ
た
。
川
西
市
の
北
部
の
山
間
地
に
あ
り
、
周
辺
に
は
良
好
な
自
然
が
残
り
、
い
わ
ゆ
る
里
山
に
位
置
し
、
特
に

こ
こ
で
は
茶
道
用
に
重
宝
さ
れ
る
菊
炭
の
生
産
が
長
ら
く
続
け
ら
れ
て
き
た
。
平
成
十
八
年
に
は
環
境
省
の
里
地
里
山
保
全
再

生
モ
デ
ル
事
業
実
施
地
域
に
認
定
さ
れ
て
い
る
。
園
内
の
施
設
で
は
、
里
山
の
生
き
物
や
生
態
を
学
ぶ
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、

さ
ら
に
炭
窯
な
ど
も
整
備
さ
れ
て
い
て
、
環
境
学
習
、
地
域
学
習
の
拠
点
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

　
有
馬
富
士
公
園
も
広
域
公
園
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
計
画
面
積
が
約
三
六
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
計
画
当
初
）、
開
園
面
積
が
約

一
八
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
り
、
平
成
十
七
年
度
の
年
間
利
用
者
数
は
約
六
九
万
人
で
あ
っ
た
。
付
近
に
は
有
馬
富
士
と
福
島
大
池

が
あ
り
、
園
内
は
、
出
合
い
の
ゾ
ー
ン
と
休
養
ゾ
ー
ン
に
分
か
れ
て
い
る
。
出
合
い
の
ゾ
ー
ン
で
は
、
里
山
、
棚
田
、
湿
地
等

が
保
全
さ
れ
る
と
同
時
に
、
大
規
模
な
子
ど
も
向
け
の
遊
び
場
や
、
水
辺
や
草
地
の
生
態
園
な
ど
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
園
内
の
三
田
市
立
自
然
学
習
セ
ン
タ
ー
は
、
環
境
教
育
の
拠
点
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
こ
の
公
園
は
開
設
準
備
段
階
か

ら
参
画
と
協
働
に
よ
る
公
園
運
営
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
こ
の
う
ち
「
有
馬
富
士
公
園
運
営
・
計
画
協
議
会
」
と
「
夢
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
述
べ
る
。
前
者
は
、
公
園
の
管
理
運
営
や
県
民
参
画
の
具
体
的
な
方
策
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
支
援
な
ど
基
本
的
な
運
営
に
関
す
る
事
項
に
加
え
て
、
未
整
備
地
区
の
整
備
方
針
に
つ
い
て
も
協
議
す
る
組
織
で
あ
る
。

一
方
の
夢
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
公
園
を
利
用
し
た
い
住
民
グ
ル
ー
プ
が
自
主
的
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
と
運
営
を
行
う
も
の
で
あ

る
。
活
動
グ
ル
ー
プ
数
は
年
に
よ
り
増
減
が
あ
る
も
の
の
平
均
し
て
三
〇
前
後
で
あ
り
、
毎
年
一
〇
〇
近
く
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

展
開
さ
れ
た
。
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ま
た
、
県
民
の
地
域
づ
く
り
や
緑
化
、
環
境
学
習
の
拠
点
と
し
て
、
平
成
八
年
に
開
園
し
た
県
立
丹
波
の
森
公
苑
と
十
一
年

に
開
園
し
た
県
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
が
あ
る
。
丹
波
の
森
公
苑
は
、
県
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
創
造
や
地
域
づ
く
り
を

支
援
す
る
た
め
の
施
設
で
あ
り
、
県
民
の
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
創
造
的
活
動
の
支
援
を
担
う
と
同
時
に
、
丹
波
の
森
づ
く
り
の

中
心
的
役
割
を
担
い
、
自
然
学
習
や
環
境
学
習
、
地
域
住
民
の
緑
化
の
活
動
、
森
づ
く
り
に
関
す
る
研
究
の
拠
点
と
し
て
の
機

能
を
果
た
し
て
い
る
。
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
は
、
特
別
天
然
記
念
物
で
あ
る
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
保
護
増
殖
し
、
野
生
復
帰
を
実

践
す
る
施
設
で
、
園
内
で
は
飼
育
さ
れ
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
観
察
で
き
、
さ
ら
に
湿
地
や
里
山
を
散
策
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

ま
た
、
公
園
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
核
に
し
た
自
然
と
共
生
す
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
の
環
境
学
習
の
拠
点
と
し

て
も
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
国
営
公
園
と
し
て
は
、
国
営
明
石
海
峡
公
園
が
三
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
強
の
規
模
で
計
画
さ
れ
た
。
こ
れ
は
明
石
海
峡
を
挟
む

形
で
神
戸
市
及
び
淡
路
島
津
名
郡
（
現
淡
路
市
）
に
ま
た
が
り
、
そ
の
う
ち
淡
路
地
区
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
四
年
に
約
三
〇

ヘ
ク
タ
ー
ル
が
供
用
開
始
さ
れ
た
。
淡
路
地
区
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
海
辺
の
園
遊
空
間
で
あ
り
、
展
望
ゾ
ー
ン
、
文
化
交
流
ゾ
ー

ン
、
海
岸
ゾ
ー
ン
の
三
つ
の
ゾ
ー
ン
に
分
け
て
計
画
さ
れ
て
い
る
。

第
四
節
　
県
土
の
震
災
復
旧
と
社
会
基
盤
整
備
の
進
展

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
は
、
様
々
な
社
会
基
盤
施
設
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
が
、
被
害
が
大
き
か
っ
た
地
域
と
軽
微
な
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